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午前１０時００分 開議

○岡田議長 これより本日の会議を開きます。

この際、御報告申し上げます。

本 日の 会議に 説明 の ため出 席を 求め た者の 職氏 名は、 報告 書の

とおり御了承願います。

な お、 本日の 議事 日 程は、 配付 して おりま す日 程書の とお り行

いたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○岡 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

順次発言を許します。

初めに、中田議員。

〔中田議員質問席へ〕

○中 田議 員 お はよ う ござい ます 。そ れでは 、令 和７年 ３月 定例

会に 当た りまし て、 私 は、市 役所 のＤ Ｘ化の 推進 と市民 サー ビス

の向 上に ついて 、並 び にコン パク ト・ プラス ・ネ ットワ ーク のま

ちづ くり につい ての 大 要２点 につ いて 伺って いき たいと 思い ます

ので、よろしくお願いいたします。

伊 木市 長も就 任以 来 、それ まで 様々 な課題 がな かなか 解決 の実

行と いう ところ にい か なかっ たも のを いろい ろ分 析され て、 計画

を策 定し て、そ の計 画 が実行 段階 に入 ってき てい るとい うと ころ

です ので 、そう いっ た ところ も振 り返 りなが ら質 問をし てい きた

いと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。



そ うし ますと 、ま ず 、１点 目の 市役 所のＤ Ｘ化 の推進 と市 民サ

ービスの向上について伺っていきます。

日 本社 会一般 にお い て、新 型コ ロナ ウイル ス感 染の対 応の 中で、

ＤＸ 化の 立ち後 れが 明 らかと なり 、現 在、急 速に 進化し てい るＡ

Ｉも 含め たＤＸ 化が 既 に行政 より 先行 して進 んで います 。少 子高

齢化 によ るいわ ゆる ２ ０４０ 年問 題と しての 生産 年齢人 口の 減少

によ る減 収や労 働力 の 減少が 見込 まれ る中、 国に おいて は、 自治

体戦 略２ ０４０ 構想 研 究会第 二次 報告 書にお いて 、従来 の半 分の

職員 でも 、自治 体と し て本来 担う べき 機能が 発揮 できる 市役 所を

目指 す必 要があ ると さ れてお りま して 、その よう な中、 本市 にお

いて も業 務改革 と効 率 化を進 める と同 時に行 政サ ービス の向 上に

取り 組む ことは 喫緊 の 課題と して 、Ｄ Ｘの推 進に 取り組 んで いる

と認識しております。

そ れで 、その 上で 質 問して いき ます が、ま ず、 現在ま での 市役

所の ＤＸ の取組 状況 に ついて 伺い たい と思い ます が、１ つ目 には、

市役 所業 務の効 率化 と しての 観点 、２ つ目に は、 市民サ ービ スの

向上策としての観点で取組状況をお伺いしたいと思います。

○岡田議長 堀口ＤＸ推進監。

○堀 口Ｄ Ｘ推進 監 最 初に市 役所 の業 務効率 化の 取組に つい てで

ござ いま す。ま ず、 現 在の事 務手 順を ヒアリ ング しまし て、 職員

が手 作業 で行っ てい る 業務を ＲＰ Ａや マクロ 、電 子申請 など のデ

ジタ ルツ ールに 置き 換 えてい きま す。 また、 必要 に応じ てシ ステ

ムを 導入 し、事 務処 理 の自動 化を 進め ており ます 。その 過程 にお

いて 、不 要な業 務や 手 順があ れば 、廃 止する 見直 しも併 せて 行っ

てお りま す。さ らに 、 単に事 務手 順を デジタ ル化 するだ けで はな



く、 業務 の進め 方自 体 を見直 し、 効率 化を図 って おりま す。 具体

的な 取組 として は、 こ ども総 本部 と教 育委員 会は 各課が 同じ 業務

を行 って おりま すの で 、１か 所に 集約 し、ま とめ て処理 する 仕組

みを つく ること で組 織 全体の 生産 性向 上を目 指し ており ます 。以

上です。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 そ うし ま すと、 市民 サー ビスの 向上 の部分 につ いて

もお伺いしたいと思います。

○岡田議長 堀口ＤＸ推進監。

○堀 口Ｄ Ｘ推進 監 市 民サー ビス 向上 の取組 とい たしま して は、

まず 、市 役所に 来な く ても、 スマ ホや パソコ ンで 申請や 市税 の支

払い がで きる仕 組み を 整え、 運用 して おりま す。 具体的 には 、紙

の申 請を 電子申 請サ ー ビスに 変更 し、 いつで も申 請手続 がで きる

よう にし ており ます 。 市税等 の支 払い につき まし ては、 スマ ホア

プリ を使 ったキ ャッ シ ュレス 決済 やク レジッ トカ ード決 済を 運用

して おり ます。 コン ビ ニエン スス トア では、 証明 書の交 付や 市税

等の 支払 いがで きま す ので、 より 利便 性を高 めて おりま す。 さら

に、 地域 社会Ｄ Ｘの 取 組とし まし て、 鳥大病 院と 共同開 発し たス

マホ アプ リとり りん り んの機 能を より 改善し てお り、市 民の 皆様

の利便性向上を図っております。以上です。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 特 にコ ン ビニな んか の利 用とい うの は私も 結構 周り

で聞 いて おりま して 、 通常で すと 、こ の時期 、も っと市 役所 の駐

車場 は混 んでる んで す ね。そ れだ けい ろんな 申請 書類の 取得 とか、

そう いっ たもの が便 利 になっ てい ると いうこ とだ と思っ てお りま



すの で、 これま での 取 組につ いて は、 成果が 既に 見えて いる とい

うふうに思っております。

そ れで は、今 後の 推 進計画 につ いて 伺って いき たいと 思い ます。

○岡田議長 堀口ＤＸ推進監。

○堀 口Ｄ Ｘ推進 監 今 後のＤ Ｘの 推進 計画に つい てです が、 引き

続き 国の 交付金 等を 活 用し、 デジ タル 技術で 地域 の課題 を解 決し、

本市の魅力を高める施策を進めてまいります。

ま た、 スマホ の普 及 に伴い 、操 作が 苦手な 方へ のサポ ート も重

要に なり ますの で、 市 民の皆 様が 安心 してデ ジタ ルサー ビス を使

える よう 、スマ ホよ ろ ず相談 など のサ ポート 活動 を実施 し、 外に

出か けて 相談対 応す る ことで 、デ ジタ ルディ バイ ド、デ ジタ ル格

差を解消してまいります。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 最 後の と ころで あり まし たもの で、 デジタ ルデ ィバ

イド 対策 ですね 、こ れ がやっ ぱり 肝腎 だと思 いま す。総 数と して

は、 今、 こうい った デ ジタル 機器 を活 用でき る人 という の、 非常

に多 いん ですけ れど も 、そこ で取 り残 される とい います か、 苦手

な人 とい うのは いる わ けで、 そこ のと ころを 一緒 に、低 いレ ベル

とい った ら申し 訳な い ですけ ども 、使 えない レベ ルでや って いく

と、 いつ までた って も 便利さ って いう のは向 上し ていか ない 。そ

うす ると 、この デジ タ ルディ バイ ド対 策のと ころ は特別 対策 的に

そこ をフ ォロー する 、 全体的 には 便利 にして いく 、これ が有 効な

手法 だと 思って おり ま すが、 その デジ タルデ ィバ イドの 解消 に向

けた 取組 は非常 に重 要 です。 大体 いろ いろこ う、 いろん なも の文

献読 んだ り調べ てみ ま すと、 ７０ 歳ぐ らいの とこ ろで結 構分 かれ



てく るら しいで すね 。 そうい った 機器 の活用 につ いての 違い が見

えて くる という とこ ろ で７０ 歳ぐ らい のとこ ろだ って言 われ てま

すの で、 これは 年々 年 々使え る方 が増 えてい くと 、抵抗 感の 少な

い人 が増 えてい くと い うふう に縮 小傾 向にあ ると しても 、向 こう

５年 ぐら いは、 やっ ぱ りより 便利 な体 制への 移行 期とし て捉 えて、

重要 な取 組とし て、 ぜ ひこの デジ タル ディバ イド 対策は よろ しく

お願いしたいというふうに思っております。

そ れと 、行政 職員 だ けでそ うい った フォロ ーっ ていう のは なか

なか 大変 ですの で、 ち ょうど 今や ろう として おら れます 、先 ほど

答弁 にあ りまし たス マ ホよろ ず相 談、 この中 でも ボラン ティ ア募

集の やつ が出て ます よ ね、と って もい い取組 だと 思いま す。 この

よう なＤ Ｘ活用 の支 援 ボラン ティ アの ような もの を、や っぱ り体

制を 、少 し市民 の方 た ちにも 協力 して もらえ るよ うな、 こう いっ

た取組の強化もぜひ検討していただきたいと思います。

そ れで は、今 度は 市 民窓口 とい う観 点で、 市民 窓口サ ービ スの

利便性向上の取組について伺っていきたいと思います。

○岡田議長 堀口ＤＸ推進監。

○堀 口Ｄ Ｘ推進 監 い わゆる たら い回 し等の 解消 策や書 類記 載時

の利 便性 につい ての 取 組でご ざい ます 。まず 市役 所の手 続を より

スム ーズ で便利 にす る ための 改善 を進 めてお りま す。具 体的 には、

本庁 舎１ 階のお くや み コーナ ーで は、 予約さ れた 情報を 基に 糀町

庁舎 やふ れあい の里 な どの複 数部 署の 職員が 必要 な手続 を事 前に

確認 して おりま す。 そ のため 、届 出書 にはあ らか じめ対 象の 方の

氏名 を転 記して おり ま すので 、負 担を 軽減し てお ります 。ま た、

スマ ート 窓口で は、 転 入や出 生な どで 複数の 手続 が必要 な場 合、



シス テム と連携 した 統 合申請 書を 作成 してお りま すので 、お 名前

や住 所な どの記 入を 不 要とし 、か つ複 数の手 続を まとめ て申 請す

るこ とが できま す。 ま た、福 祉サ ービ スの相 談業 務の負 担軽 減と

して は、 重層的 支援 情 報共有 シス テム を導入 して おり、 相談 内容

を本 庁舎 とふれ あい の 里の担 当課 で共 有して おり ますの で、 相談

され る方 が別の 窓口 に 行かれ ても 、同 じ話を 何度 も繰り 返す 必要

がな く、 負担を 軽減 し ており ます 。今 後もこ のよ うな取 組を 通じ、

市民 の皆 様の手 続や 相 談をス ムー ズに 進めら れる よう努 めて まい

ります。以上です。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 先 ほど 御 答弁あ りま した ように 、と りわけ 今ま でや

ゆさ れて いたい わゆ る たらい 回し です ね、こ の辺 につい ても 、先

ほど の答 弁にあ った よ うに、 大分 解消 されて 、ど うして もあ ちこ

ち必 要な 、そり ゃ相 談 みたい なも のは あるか もし れませ んけ れど

も、 非常 に便利 にな っ たとい う声 も聞 いてお りま す。た だ、 おく

やみ のと ころで もあ り ますが 、こ の予 約して 事前 に情報 をつ かん

どく 、こ の事前 に連 絡 をして おけ ば、 非常に 便利 にスム ーズ にい

くと いう ところ がま だ まだ伝 わり 切っ てない 市民 の方々 もい らっ

しゃ いま すので 、こ の 辺の広 報を 少し 強化を お願 いして おき たい

というふうに思っております。

そ れで は、次 に、 最 初の質 問と も関 連して くる んです が、 そも

そも この 市役所 に行 か なくて もで きる 証明発 行や 納税・ 料金 の支

払い など につい て、 も う一回 、も う一 回とい いま すか、 もう 少し

詳しくお聞きしておきたいと思います。

○岡田議長 堀口ＤＸ推進監。



○堀 口Ｄ Ｘ推進 監 市 役所に 行か ずに できる 証明 書発行 や納 税・

料金 の支 払いに つい て でござ いま す。 マイナ ンバ ーカー ドを 使っ

て、 全国 の主要 コン ビ ニで、 窓口 より 安く証 明書 を取る こと がで

きま す。 証明書 の種 類 としま して は、 住民票 の写 し、印 鑑登 録証

明書 、戸 籍証明 書、 所 得証明 書な どが 、メン テナ ンスの 一定 時間

を除 き、 取得で きま す 。また 、納 税・ 料金の 支払 いにつ きま して

は、 ほと んどの 市税 等 の納付 書も コン ビニで 納付 できる ほか 、ス

マホ の決 済アプ リや ク レジッ トカ ード 決済が 利用 できま すの で、

外出 され ること なく 、 納付し てい ただ ける仕 組み も運用 して おり

ます。以上です。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 先 ほど 言 いまし たよ うに 、わざ わざ 行かな くて もよ

くな った という 声も 聞 いてお りま すの で、便 利に なった と思 いま

す。

そ うす ると、 これ ま での取 組を 踏ま えて、 今後 のこと を考 えて

いき たい と思う んで す が、各 種市 役所 窓口の 業務 、これ のさ らに

将来 に向 けての ある べ き姿と いい ます か、求 める 姿とし ての 将来

像に つい て伺っ てい き たいと 思う んで すが、 それ で、ま ず、 郵便

局と の連 携につ いて 伺 ってみ たい と思 います 。昨 年の１ ０月 だっ

たと 記憶 してお りま す が、鳥 取市 にお いて、 県内 の初っ てい う見

出し で新 聞には 出て お りまし たけ れど も、マ イナ ンバー カー ドの

電子 証明 書関連 事務 の 取次ぎ を市 内３ か所の 郵便 局で開 始す ると

いう こと が報道 で地 元 紙にも 出て おり ました 。そ れを見 なが ら、

私は その 、米子 市は も うマイ ナン バー カード の取 次ぎ、 この 取得

に向 けて 非常に 頑張 っ てこら れて 、取 得率も 高い という こと です



ので 、本 市とし て、 こ れをさ らに もう 一歩進 めて 、現在 、主 要コ

ンビ ニで 行って いる こ ういっ た証 明書 発行と かの 業務と いい ます

か、 こと が郵便 局と の 連携に よっ て実 現でき ない だろう かと いう

ふう に私 は考え るん で すが、 その 辺に ついて 伺っ てみた いと 思い

ます。

○岡田議長 堀口ＤＸ推進監。

○堀 口Ｄ Ｘ推進 監 郵 便局と の連 携に ついて でご ざいま す。 郵便

局事 務取 扱法の 一部 改 正によ り、 郵便 局でマ イナ ンバー カー ドの

交付 手続 ができ るよ う になり まし た。 これに は、 市役所 や支 所か

ら遠 い郵 便局や 商業 施 設、駅 など 、人 が集ま りや すい場 所に ある

郵便 局で 手続が でき る ことで 、市 民の 利便性 を高 める目 的が ある

と認 識し ており ます 。 本市に おき まし ても、 他の 自治体 の事 例を

参考 にし ながら 、郵 便 局や他 機関 、そ の他の 機関 でも提 供で きる

サービスについて検討してまいります。以上です。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 分 かり ま した。 ぜひ 検討 してみ て、 進めて みて くだ

さい 。郵 便局の ほう も 、今あ る業 務や 、ある いは 今ある シス テム

上の 都合 で簡単 に連 携 という こと が、 あちら サイ ドのこ とは 私も

よく 分か りませ んの で 、簡単 には でき ないの かも しれま せん が、

米子 市に は各地 域ご と に、も ちろ んコ ンビニ もあ るんで すが 、市

内に たし か４０ か所 以 上、４ ２か 所だ ったと 思い ますが 、普 通郵

便局 の数 ですね 、が あ ります 。こ の郵 便局は 、郵 便はも とよ りで

すが 、例 えば年 金口 座 の利用 とか 、そ ういっ た機 能もあ るわ けで

すか ら、 特に高 齢者 の 利用も 多い わけ ですね 。そ ういっ たと ころ

をコ ンビ ニと合 わせ て 、郵便 局や 、先 ほど答 弁さ れまし たよ うに



商業 施設 等を含 めた 、 駅とか 、そ うい った他 機関 で証明 書発 行が

コン ビニ のほか さら に できる 場所 が増 えてい けば 、市役 所ま でわ

ざわ ざ行 かずに 、要 す るに移 動の 少な い地域 とい います か、 とこ

ろで こう いった こと が 済む、 サー ビス ネット ワー クが形 成で きる

ので はな いかと 私は 考 えます 。ぜ ひ郵 便局の ほう も検討 を進 めて

いた だい て、そ うい っ たサー ビス のネ ットワ ーク が形成 でき るよ

うな こと を目指 して い ただき たい と要 望して おき たいと 思い ます。

そ れで は、こ の質 問 の最後 にで すが 、今後 の将 来的に 目指 す窓

口の 在り 方につ いて お 伺いし てお きた いと思 いま す。ど のよ うな

体系 、私 はさっ き一 つ の例と して ネッ トワー ク型 でとい うこ とを

言い まし たけれ ども 、 将来的 に目 指す 窓口の あり ようで すね 、そ

の辺について伺いたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 将 来的 に はなん です けれ ども、 この 市役所 の手 続が

全て スマ ートフ ォン で 完結す ると いう ことを 目指 してお りま す。

言い 換え ますと 、来 庁 せずと も手 続が 完結で きる ように 、そ のよ

うな 市役 所を目 指し た いと、 その よう に思っ てお ります 。今 ちょ

うど 確定 申告期 であ り まして 、税 務署 におき まし ては、 もう ｅ－

Ｔａ ｘに よって 、行 か なくて も確 定申 告がで きる ような 仕組 みが

もう 整っ ており まし て 、随分 利用 され てると いう ふうに 伺っ てお

りま す。 市役所 にお き まして も、 書類 の申請 です とか届 出、 ある

いは 市税 などの 支払 い など、 これ らを スマー トフ ォンや パソ コン

でで きる ように しま し て、併 せま して 業務の 自動 化を進 めた いと

いう ふう に考え てお り ます。 これ によ って、 我々 市役所 の内 部の

話と して は、職 員の 事 務負担 を減 らす という こと も目指 して おり



まし て、 これに よっ て 確保し た余 力を 対面で の相 談業務 に振 り向

けて、市民サービスの向上を目指してまいります。

ま た、 サービ ス提 供 の在り 方に つき まして は、 市役所 に限 らず、

市民 の皆 様にと って 身 近な場 所で 行う という こと が理想 的で すの

で、 例え ばコン ビニ で の証明 書の 交付 のよう に、 市民の 皆様 が便

利に利用できる仕組みが望ましい、そのように考えております。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 分 かり ま した。 ぜひ 目指 してい ただ きたい と思 いま

す。

冒 頭申 し上げ たよ う に、２ ０４ ０年 問題に 対応 して、 業務 改革

と効 率化 を同時 に進 め ていく 、行 政サ ービス の向 上にも 取り 組ん

でい くわ けです から 、 ＤＸの 推進 がそ のため にも 確かな 手法 とし

てあ ると いうこ とは 、 これは もう 間違 いない こと ですの で、 先ほ

ど市 長の 答弁に もあ り ました よう に、 確定申 告の 時期で 、も う自

宅や スマ ートフ ォン か らもで きま すよ ね。私 も随 分以前 は、 行っ

て、 何か 相談し ない と 心配な よう な気 がして 、や ってま した けれ

ども 、も うやり 方さ え 分かっ てし まえ ば、本 当に 非常に 簡単 で、

全然 こう 難しく ない と いうこ とが やっ てみる とよ く分か りま す。

もう 近年 は、ス マホ や 自宅の パソ コン で、自 宅の パソコ ンだ と、

書類 のプ リント アウ ト もでき るの で非 常に便 利で すよね 。そ うい

うも う時 代です ので 、 市役所 で考 える 業務や 自治 会の役 員さ んと

か、 そう いった 方を 除 いたほ とん どの 市民の 方と いうの は、 市役

所に 来る 用事っ てめ っ たに実 はな いん ですよ ね。 本当に 特別 なこ

とが あっ たとき とか 、 こうい った 時期 しかな いわ けで、 わざ わざ

行か なく ても済 むと い うのは 時代 の趨 勢であ って 、これ は時 代の、



社会 の要 求であ るわ け で、市 民に とっ ては、 本当 に窓口 で手 続を

する とい って行 って も 、実際 のこ の市 役所も 、現 在のこ の市 役所

の例 えば 面積と いい ま すか、 中で 、市 民が本 当に 大事な のは 窓口

であ って 、市民 にと っ てはで すよ 、あ とはオ フィ スなん です よね、

バッ クヤ ードな んで す よね。 そう いっ たとこ ろが 実際に はあ って、

いか に市 民の窓 口対 応 がいろ んな …… 、ここ にわ ざわざ 来な くて

も済 むか という こと が 非常に 肝腎 であ って、 いろ いろ議 論は あり

ます が、 私は莫 大な 費 用をか けて 庁舎 を考え たり 、移転 した りと

か、 そう いった もう 時 代では そも そも ないと いう ふうに 私は 思い

ます 。従 来の考 え方 で 、例え ば集 約す ると、 集約 したら そこ に人

が集 中す るし、 そう す ると窓 口は 混む わけで すよ ね。分 割す ると

不便 にな る、あ っち 行 ったり こっ ち行 ったり 。今 、我々 がＤ Ｘと

いう ツー ルを使 って 目 指して いる のは 、どう いっ たらい いで しょ

う、 分身 のよう な、 ち ょっと いう と、 集約で も分 割でも ない 、分

身の よう なです ね、 そ ういっ たこ とを 進めて いこ うとし てい るわ

けで 、ぜ ひそう いっ た 市民の 方の 労力 や移動 や手 間を省 いて いっ

て、 より 便利な 使い や すい部 分、 それ で、先 ほど 答弁に もあ りま

した よう に、そ の分 の 浮いて くる とい います か、 自動化 され たり、

いろ んな 手続上 、容 易 になっ てく る人 的資源 を有 効に活 用し てい

ただ きた いと。 そう い ったこ とを ぜひ 進めて いた だきた いと 思い

ます ので 、それ につ い て、ぜ ひ今 後も 強く、 力強 く推進 して いた

だき たい と思い ます 。 業務改 善を しな がらや って いく、 業務 の見

直し をし ながら やっ て いくっ て結 構大 変なん です よね、 私も 経験

があ りま すけど 。そ こ ら辺を よく よく 職員さ んと 組み立 てな がら、

ぜひ 進め ていた だき た いと思 いま す。 それで は、 この質 問は 終わ



ります。

そ うす ると、 次に 、 コンパ クト ・プ ラス・ ネッ トワー クの まち

づくりについての質問をしていきます。

少 子化 に歯止 めが か からず 、あ わせ て高齢 化の 進捗、 人口 減少

傾向 、と りわけ 生産 年 齢人口 の減 少す る社会 の到 来によ って 、そ

れら に起 因する 様々 な 問題と 課題 が顕 在して いま す。そ うい った

中で 、い かに持 続可 能 な地域 社会 や地 域経済 のた めに自 治体 経営

を転 換す るかが 問わ れ ており 、本 市は 厳しい 行財 政改革 に取 り組

んで 、そ の財政 が、 そ の取組 によ って 一定の 健全 な状況 に今 日に

至っ て、 現在、 将来 に 向けて の必 要な 公共投 資や 都市構 造の 再構

築を 図ろ うとし てい る と私は 認識 して おりま す。 まちづ くり にお

いて は、 先日も あり ま したけ れど も、 ヨーロ ッパ に多く 見る 都市

構造 を参 考に、 近年 、 日本に おい ても 各地で コン パクト シテ ィー

の取 組が 進めら れて お り、市 長就 任以 来、こ のコ ンパク トシ ティ

ーの 発想 プラス 、ネ ッ トワー クの まち づくり に着 手し、 今日 に至

っていると私は認識しています。

そ こで 、まず この コ ンパク ト・ プラ ス・ネ ット ワーク のま ちづ

くり につ いて伺 って い きたい と思 うん ですが 、最 初に、 これ まで

の中 心市 街地の 取組 に ついて 伺い たい わけで すけ れども 、本 市に

おい ては 、これ まで の 取組を 踏ま えな がら、 市長 就任以 来、 米子

駅周 辺と 角盤町 エリ ア を２つ の中 心軸 として 取り 組まれ てい ると

認識 して います が、 コ ンパク トシ ティ ーの考 え方 と本市 の取 組状

況について伺いたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 最初 にコ ンパ クトシ ティ ーの考 え方 でご



ざい ます 。都市 を取 り 巻く状 況で ござ います が、 様々な 課題 がご

ざい ます 。例え ば人 口 減少、 高齢 化、 また市 街地 の格差 や低 密度

の市 街地 形成な どに よ りまし て医 療、 福祉、 商業 などの 都市 生活

を支 える 機能が 低下 し ている こと 、そ のほか 地域 経済の 停滞 など

であ りま す。こ うい っ た状況 を踏 まえ まして 、コ ンパク トシ ティ

ー化 を進 めるこ とで 居 住や都 市機 能の 集積に より ます密 度の 経済

が発 揮さ れ、生 活利 便 性の維 持向 上、 地域経 済の 活性化 、ま た行

政コ スト の削減 など の 効果が ある と考 えてご ざい ます。 した がい

まし て、 まちの 持続 性 を高め る観 点で 都市の 再構 築を行 うも ので

あると認識をしてございます。

次 に、 本市の 取組 状 況でご ざい ます 。中心 市街 地活性 化計 画、

これ は令 和３年 まで ご ざいま した 。こ の終了 後で ござい ます が、

町な かと 郊外の 一体 的 な発展 を理 念と いたし まし て、そ れま での

官民 連携 を生か しな が ら取組 を進 めて まいり まし た。特 にで ござ

いま すが 、がい なロ ー ドの整 備を 契機 といた しま して、 米子 駅の

周辺 地区 、そし て角 盤 町の周 辺地 区の ウォー カブ ル推進 事業 、ま

た米 子城 跡の整 備事 業 、さら には 中海 ・錦海 かわ まちづ くり 計画

など 、歩 いて楽 しい ま ちづく りを 推進 をして いる ところ でご ざい

ます 。引 き続き 町な か のさら なる 活性 化を図 って まいり たい と考

えてございます。以上であります。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 私 も結 構 もう長 くな った もんで すか ら、最 初の 頃は

もう 、中 心商店 街の 活 性化み たい な形 だった のが 、中心 市街 地を

この コン パクト シテ ィ ーの発 想で 取り 組んで きた 。それ が、 取り

組ん でき ました けれ ど も、な かな か点 で打っ て、 一応ト ライ アン



グル ゾー ンのよ うな 形 をイメ ージ しな がら範 囲を 決めて 、点 を打

って きた けども 、な か なかそ れが うま く機能 がし 切れて なか った

とい うと ころか ら今 の 取組に 変わ って きたと 認識 してお りま すけ

れど も。 そうし ます と 、その 中心 市街 地の取 組、 先ほど 密度 の経

済と いう 話もあ りま し たけど も、 そこ で力を 持っ て、そ の上 で、

それ につ ながる 今度 は ネット ワー クと しての 部分 を見て いき たい

と思 うん ですけ ど、 ま ず、公 共交 通に 関する 取組 につい て伺 いた

いと 思い ます。 市長 は 、就任 以来 、本 市にお ける 重要な 社会 イン

フラ とし て公共 交通 の 再構築 に取 り組 んでき てお られま す。 そこ

でま ず、 高齢化 社会 に おける 公共 交通 の重要 性に ついて どの よう

に認識しているのかお伺いしたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 公共 交通 の重 要性で ござ います が、 移動

手段 の確 保はも とよ り でござ いま すけ ども、 中心 市街地 と郊 外の

一体 的な まちづ くり を 推進す る観 点か らも利 便性 の高い 公共 交通

体系 を構 築して いく こ とは、 本市 とし ても重 要課 題でご ざい ます。

そこ で、 令和５ 年３ 月 でござ いま すが 、米子 市地 域公共 交通 計画

を策 定を いたし まし た 。その 中で 、「 公共交 通を 活かし た持 続可

能な まち よな ご」 を 基本理 念に 掲げ まして 、現 在、各 種取 組を

進め てご ざいま す。 計 画には 、基 本的 な方針 とし て３つ 掲げ てご

ざい ます 。１つ 目が ま ちづく りを 支え る公共 交通 でござ いま して、

例え ばＪ Ｒの利 用促 進 ですと か、 ある いはキ ャッ シュレ ス決 済の

導入 など を取り 組ん で いると ころ であ ります 。２ 点目が 、使 いや

すく 、分 かりや すい 公 共交通 でご ざい ます。 ＪＲ 、路線 バス との

乗り 継ぎ 調整、 ある い は交通 バリ アフ リー化 など を推進 をし てご



ざい ます 。３点 目が 、 暮らし を支 える 公共交 通で ありま す。 バス

路線 の再 編、コ ミュ ニ ティバ スの 維持 ・改善 、さ らには 高齢 者の

生活 交通 支援な どを 取 り組ん でい ると ころで あり ます。 この よう

な方 針に 基づき まし て 、高齢 者を 含め 、市民 にと って利 便性 の高

い公 共交 通体系 が構 築 できる よう 取り 組んで いる ところ であ りま

す。以上です。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 分 かり ま した。 ３つ の基 本方針 で取 り組ん でい ると

いう こと で、現 在、 今 後、そ の機 能を さらに 上げ ていこ うと して

いる 部分 につい ては 、 例えば 駅周 辺の 、いろ んな 多機能 化す るこ

とに よっ て、あ っち に 行った りこ っち に行っ たり という その 目的

地が 多く 点在す るの で はなく て、 機能 集約に よる 利便性 です ね、

移動 効率 のよさ も今 後 期待す ると こで すので 、ぜ ひ今、 米子 駅周

辺で 取り 組まれ てい る ような 取組 、こ れは米 子駅 のとこ ろは 米子

市で 最大 の交通 結節 点 ですが 、市 内に は幾つ かの 交通結 節点 、ト

ラン ジッ ト機能 にな る ような 場所 とい うのが ある わけで すか ら、

ぜひ その 辺を観 点に 取 り組ん でい ただ きたい と思 います 。そ れで

は、 これ までの 取組 状 況につ いて もう 少し詳 しく お伺い した いと

思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ れま で の取組 状況 でご ざいま すけ ども、 先ほ ど中

田議 員が 指摘さ れま し たよう に、 かつ ては中 心商 店街を どう する

かと いう とこか ら始 ま りまし て、 それ が中心 市街 地活性 化と いう

フェ ーズ になり まし た 。ただ 当時 、足 りなか った 視点は 何か とい

いま すと 、やは りそ こ にどう やっ て人 を運ん でく るか、 交通 の視



点だ とい うふう に思 い ます。 米子 の場 合は、 中心 市街地 と郊 外、

人口 を比 較しま すと 、 圧倒的 に郊 外の ほうに 人が 住んで らっ しゃ

ると いう 状況が ござ い ますの で、 特に 公共交 通に 対する 取組 がか

つて 弱か ったと いう ふ うな反 省点 を踏 まえて 、今 、公共 交通 の利

便性 向上 に取り 組ん で いるわ けで ござ います けれ ども、 最初 に、

米子 市地 域公共 交通 計 画とい うも のを 策定を いた しまし て、 これ

によ って 喫緊の 課題 へ の対応 とい たし まして は、 現在、 バス 路線

の再 編に ついて 重点 的 に取り 組ん でい るとこ ろで ござい ます 。特

に通 院や 買物な ど、 移 動ニー ズの 高い 郊外に おき まして は、 一定

のま とま ったエ リア 内 を巡回 する コミ ュニテ ィバ スの運 行が 効果

的、 効率 的と考 えて お りまし て、 運行 ルート やバ ス停の 位置 設定

など 、地 元の御 意見 も よく伺 いな がら 、バス 運行 事業者 と協 議の

上、 導入 を進め てい る とこで ござ いま す。今 年度 につき まし ては、

弓ヶ 浜地 区、弓 浜地 区 におき まし て巡 回バス 、よ ねぎー バス の実

証運 行を 行って いる と こでご ざい まし て、来 年度 、でき るだ け早

い時 期に 本格運 行に 移 行した い、 その ように 考え ており ます 。ま

た、 新た に箕蚊 屋地 区 におけ るコ ミュ ニティ バス の導入 も検 討し

てお りま して、 これ は 地域の 皆さ んと 意見交 換を 開始し たと ころ

でご ざい ます。 さら に 南部エ リア につ きまし ても 、地域 の特 性を

よく 踏ま えた上 で、 適 切な交 通の 在り 方につ いて 検討を して いき

たい いう ふうに 考え て おりま す。 引き 続き持 続可 能な公 共交 通体

系の 構築 に向け まし て 、地域 の皆 さん の声も しっ かりと 伺い なが

ら取り組んでまいりたいと考えております。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 分 かり ま した。 この バス 運行に つい ては、 バス 停の



位置 を例 えば動 かす と いうこ とで も、 大変な 意見 調整と いい ます

か、 その 辺が結 構大 変 で、ル ート やバ ス停位 置の 決定と いう のは、

利用 者の 住民の 意見 聴 取の上 で、 結構 な手間 暇か けなが ら、 やり

なが ら、 そして 、さ ら にバス 事業 者と の協議 とい うこと にな って

きま す。 非常に 大変 な 調整で すけ れど も、ぜ ひお 願いし てお きた

いと 思い ます。 人の 移 動とい うの は、 日常生 活で 考える と、 日々

行う 必要 がある こと と 、週に 一、 二度 行う必 要が あるこ と、 月に

一、 二度 行うこ と、 た まに何 かイ ベン ト的に 行う ことっ てい う、

実は 移動 にもい ろい ろ あるわ けで 、全 然ふだ ん使 わない 用事 のた

めに ずっ とやる と過 剰 になっ たり とか 、それ から 、人口 密度 にす

ごく 影響 される 、要 す るに乗 車率 に関 わる問 題で すので 、と はい

って も、 公共が やる 交 通とい うの は生 活のた めの 基礎イ ンフ ラだ

とい うこ とです ので 、 ぜひそ の辺 のこ とを踏 まえ ながら 進め てい

っていただきたいと思います。

そ うし ますと 、今 、 つなぐ ネッ トワ ークと して の公共 交通 の話

もお 伺い しまし たの で 、コン パク ト・ プラス ・ネ ットワ ーク のま

ちづ くり の考え 方に つ いて伺 いた いと 思いま す。 このコ ンパ クト

シテ ィー の発想 は、 先 ほども 答弁 であ りまし たけ れども 、こ れま

での 都市 の形成 にお い て構造 的に 出来 上がっ てき た中心 部、 ここ

にあ る社 会的機 能と か 、いろ んな 財産 とか、 そう いった もの も生

かし なが ら、あ るい は 再構築 しな がら 、再活 性化 するこ とに よっ

て合 理的 で効率 的な 生 活を目 指す もの と私は 理解 してい ます 。で

すか ら、 決して まち づ くりに おい て中 心部だ けを 活性化 する とい

うこ とで はなく て、 特 色のあ る郊 外と の、生 活環 境との ネッ トワ

ーク 型の まちづ くり だ と、こ うい った ことに よっ て、持 続可 能な



都市 構造 の全体 図を も って実 現す るも のと私 は認 識して いま す。

この コン パクト ・プ ラ ス・ネ ット ワー クの考 え方 につい て、 改め

て見解を伺いたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員御 指 摘のと おり 、コ ンパク トシ ティー のそ の理

念そ のも のは決 して 間 違って いる とは 思いま せん し、ま た行 政イ

ンフ ラ含 めた、 様々 な インフ ラと いう ものを 効率 的かつ 効果 的に

使用 でき るよう な形 に するた めに 必要 な発想 とい うこと は理 解で

きる とこ ろでご ざい ま す。た だ一 方で 、その 言葉 の響き から 、じ

ゃあ 、郊 外はど うな る のかと かい う誤 解も招 きや すい言 葉で もあ

りま すし 、また 全国 各 地の地 方都 市に おいて 、こ れを強 引に 進め

よう とし たまち にお い ては、 なか なか うまく いか ない事 例も 散見

され ると ころで ござ い ます。 した がい まして 、日 本の地 方都 市の

まち づく りにお いて は 、郊外 にあ る様 々な拠 点と か集落 とか 、住

宅街 です ね、こ うし た ものを 有機 的に 結びつ ける ネット ワー クの

発 想 と い う の が 必 要 で あ り ま し て 、 そ こ で 、 コ ン パ ク ト ・ プ ラ

ス・ ネッ トワー クの ま ちづく りと いう 概念が 出て くるも のと いう

ふう に認 識をし てお り ます。 した がい まして 、こ のコン パク ト・

プラ ス・ ネット ワー ク のまち づく りの 考え方 は、 中心拠 点に は居

住や 医療 、福祉 、商 業 など、 様々 な都 市機能 が立 地をし 、ま た生

活拠 点と なる、 これ は 郊外が 多い わけ ですけ れど も、そ こに は日

常生 活に 必要な 施設 で すとか 、住 宅が コンパ クト にまと まっ て立

地を し、 高齢者 をは じ めとす る住 民の 皆様が 公共 交通に より これ

らの 施設 にアク セス で きるな ど、 生活 利便性 を維 持し、 いつ まで

も暮らしやすいまちとするものでございます。



本 市に おきま して は 、米子 市都 市計 画マス ター プラン のま ちづ

くり の理 念であ りま す 町なか と郊 外の 一体的 な発 展とい う文 言の

下、 持続 可能な 都市 を 目指し 、令 和５ 年３月 に米 子市立 地適 正化

計画 、そ して米 子市 地 域公共 交通 計画 を策定 をい たしま して 、２

つの 計画 を両輪 とし て コンパ クト ・プ ラス・ ネッ トワー クの まち

づくりを推進しているとこでございます。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 答 弁さ れ ました よう に、 私も全 く今 の御答 弁と 認識

は一 にす るもの と思 っ ており ます 。都 市機能 のこ の集積 によ る密

度の 経済 効果を 発揮 し ながら 、そ れで 行政効 率も 上げな がら 、一

方で 、住 み慣れ た各 地 域での 生活 の維 持向上 に向 けた取 組、 こう

いっ たも のを実 現し て いくた めの 政策 手段と して 、私は こう いう

こと を、 これは しな け ればな らな いこ とだと 思っ ており ます 。地

方都 市だ からと いう こ とだけ では ない ですけ れど も、例 えば 中心

市街 地の ような 密度 で いろん な多 機能 のもの が米 子市全 体に 出来

上が るな んてい うこ と はあり 得な いわ けで、 これ はもう ヨー ロッ

パを 見て も明ら かな と おりで して 、そ こには やっ ぱり郊 外は 郊外

の歴 史や 文化や それ か ら魅力 、こ の魅 力につ いて は、も っと この

住環 境と して高 めて い くとい うこ とだ と思い ます けれど も、 まち

の形 成っ ていう のは 、 どうし ても 人口 とか、 人口 の量で すね 、量

と密 度と 、それ から 資 金力で すね 、官 民含め た、 市民含 めた 資金

力と 、そ れから 実際 の まちづ くり を推 進する プレ ーヤー の存 在が

重要 な要 素とし て実 現 してい くわ けで して、 そこ ら辺を 、米 子市

全体 をそ ういう ふう に できる って いう ことは あり 得ない わけ で、

そう する と、い かに こ の持続 可能 な利 便性の 高い まちを つく るか



とい うと 、やっ ぱり 私 はこう いう 発想 になっ てく ると思 って おり

ますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。

そ れぞ れの文 化と 特 色のあ る地 域と のネッ トワ ークな んで すが、

その 上で 、最近 、言 葉 として も出 てき てます けれ ども、 エリ アマ

ネジ メン トにつ いて 伺 ってい きた いと 思いま す。 先ほど 来言 って

ます よう に、高 齢化 が 進む中 で、 いか に生活 の負 担が少 なく て、

快適 な日 常環境 を確 保 するか とい う観 点をも って 、移動 の少 ない

一定 エリ アにお いて 、 生活の 満足 度を 上げる ため の住民 主体 の取

組が 重要 と考え てい ま す。そ こで 、日 常生活 に必 要な健 康と か楽

しさ とか 、快適 な環 境 などと 、そ うい ったこ とを 、この 生活 環境

の充 足感 を向上 させ る エリア マネ ジメ ントが 必要 と私は 考え ます

が、 この エリア マネ ジ メント につ いて の認識 につ いて伺 いた いと

思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 エリ アマ ネジ メント の認 識でご ざい ます。

暮ら しの 中で本 市な ら ではの 豊か さ、 地域の 皆様 方に実 感し てい

ただ くた めにも 、住 民 が主体 とな った 良質な エリ アマネ ジメ ント

の構 築が 欠かせ ない と 考えて おり ます 。この ため 、本市 では 、米

子市 民自 治基本 条例 を 策定を いた しま して、 公民 館を身 近な 地域

にお ける まちづ くり の 拠点に 位置 づけ た上で 、住 民が主 体と なっ

たま ちづ くりを 推進 し ている とこ ろで ありま す。 一方で 、人 口減

少社 会の 進展な ど、 社 会環境 の変 化が ござい ます 。自治 会な ど、

住民 自治 組織だ けで は なくて 、Ｎ ＰＯ ですと か、 あるい はボ ラン

ティ ア組 織、さ らに は まちづ くり 組織 など含 めま して、 多様 な主

体に よっ て良好 な生 活 環境を 実現 して いく必 要性 もさら に高 まっ



てき てい ると認 識を し てござ いま す。 そこで 、本 市とい たし まし

ては 、地 域の実 情に 応 じた多 彩な エリ アマネ ジメ ント活 動が 展開

され るこ とで、 現在 、 議案と して 御提 案をし てお ります 第２ 期ま

ちづ くり ビジョ ンが 目 指しま す「 住ん で楽し いま ち よ なご 」の

この 実現 に向け た歩 み を進め るこ とが できる と、 このよ うに 考え

ているところであります。以上でございます。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 そ うし ま すと、 先ほ ど多 様な主 体に よるエ リア マネ

ジメ ント の答弁 、最 近 のいろ んな 社会 的ニー ズか ら、そ うい った

主体 につ いても 触れ ら れてい たと 思い ますけ れど も、改 めて 、こ

の主 体と 、それ と行 政 の役割 です ね、 この辺 につ いて伺 いた いと

思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 主体 でご ざいま すが 、あく まで も主

体は 地域 住民で ある と 考えて ござ いま す。現 状、 自治会 、そ して

公民 館な どを中 心に し たまち づく り活 動が行 われ てござ いま す。

一方 で、 様々な 主体 が まちづ くり に参 画する 組織 を立ち 上げ られ

たり 、あ るいは 地区 を 越えて 、交 流施 設を運 営さ れたり です とか、

様々 なそ の活動 も出 つ つある とこ ろで ござい ます 。こう いっ た状

況を 踏ま えまし て、 本 市にお きま して は、例 えば 地域活 動支 援に

よる サポ ートで すと か 、まち づく り活 動推進 補助 金など の財 政支

援も 行い ながら 、そ れ ぞれの 支援 を重 点的に 推進 してい ると ころ

であります。以上でございます。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 分 かり ま した。 国の 考え 方、こ のエ リアマ ネジ メン



トと いう のは国 のほ う からも 考え 方が 示され てい て、国 交省 など

から も、 また同 じよ う な内容 です けど も、示 され ていま す。 本市

も、 住民 自治基 本条 例 をつく る際 も非 常に議 論も 深めな がら つく

って きた 。今ま での 住 民自治 とい う考 え方か ら大 きく変 わる もの

では ない として も、 昨 今の様 々な 問題 、特定 家屋 の問題 、空 き家

の問 題等 も含め てる と 思いま すが 、私 はこれ を読 んでい て、 概念

とし て、 住民っ てい う 概念プ ラス 事業 主とか 、あ るいは 地権 者等

って いう 言葉が 入っ て きてい る。 要す るにま ちを 構築し てい くと

きに 、こ の要素 から 起 因して る問 題も たくさ んあ るわけ です けれ

ども 、こ ういっ た住 民 、事業 主、 地権 者等の 、こ ういっ た様 々な

人た ちに よって 地域 に 存在す る課 題や 問題の 当事 者とし て具 体的

に示 して いるこ とが 、 このエ リア マネ ジメン トと いう新 しい 言葉

の中 で私 は変化 した と ころだ なと いう ふうに 実は 受け止 めて いま

す。 先ほ ど言い まし た ように 、こ れま でも条 例を つくり なが ら、

住民 自治 という のを 考 えてき まし たけ れども 、こ のまち づく りの

考え につ いては 、よ り 積極的 にこ うい った主 体で ある概 念と いう

もの が伝 わるよ うな 取 組もぜ ひ進 めて いって いた だきた いと 思い

ます。

そ うす ると、 今度 は 、先ほ ど答 弁さ れたよ うな 主体は 、住 民だ

った り、 事業者 だっ た り、地 権者 だっ たりす るわ けです から 、そ

の主 体と なる住 民の エ リアマ ネジ メン トのエ リア につい てど うお

考えなのか伺いたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 エリ アで ござ います が、 例えば まち づく

りの 視点 から申 し上 げ ますと 、現 在、 公民館 を単 位とし たま ちづ



くり を基 本とは して い るとこ ろで あり ます。 一方 で、公 民館 単位

とい うエ リアに はよ ら ずに、 地域 コミ ュニテ ィの 活性化 につ なげ

てい る例 もござ いま す 。例え ばで ござ います が、 ある地 区で は、

中学 校区 単位で 高齢 者 支援、 高齢 者の 生活支 援行 ってい る、 これ

はＮ ＰＯ 法人が 中心 と なって ござ いま すが、 やっ ている エリ アも

ござ いま す。ま た、 複 数の公 民館 がま たがる 形で 憩いの 場を 利活

用し てい くと、 そう い ったマ ネジ メン トを行 って いらっ しゃ る地

区も ござ います 。し た がいま して 、活 動主体 です とか、 目的 など

に応 じて 単位の エリ ア という のは 柔軟 に捉え てい くべき では ない

かと、このように考えているところであります。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 分 かり ま した。 実現 した い取組 、活 動内容 によ って

は、 その 自治会 の中 で なかな か人 材確 保がで きな い場合 って いう

のも あり まして 、限 界 が生じ てし まう と、発 想が 萎縮し てく ると

いう か、 そうす ると 、 やりた いこ とを 実現す るた めには もう ちょ

っと 人材 が必要 にな っ てくる とい うと 、どう して もエリ アを 少し

広げ て、 自治会 だっ た ものを 校区 にし たり、 校区 のもの を中 学校

区に 、小 学校区 を中 学 校区に した り、 あるい は一 定のエ リア 、も

う少 し大 きいエ リア に したり 、そ うい った人 材っ ていう のが 必要

にな って くると 思っ て おりま す。 以前 も自治 会加 入率の 御議 論で、

市長 も答 弁され てい た と私は 記憶 して おりま すけ れども 、自 治会

加入 率が なかな か上 が らない 、む しろ 減って いる という よう な状

況の 中で 、例え ば子 育 てのよ うな 、子 どもに 関す る関係 性な んか

の多 様な 人間関 係を 有 効に活 用し なが ら、自 治会 やまち づく り活

動に つな げてい くと い う御答 弁が 以前 もあっ たと 思いま す。 この



多様 な活 動の実 現に は 、柔軟 な人 間関 係、そ れか ら必要 な人 間関

係と いう 連携が 出て く るわけ です から 、そう いっ た人間 関係 を活

用で きる エリア とい う ことが 私は 必要 になっ てく ると思 って おり

まし て、 そうい った 意 味で、 例え ば行 政のほ うの この活 動支 援の

方策 につ いても 、ぜ ひ そうい った エリ アの考 え方 を柔軟 に持 ちな

がら 、活 動支援 の施 策 も打っ てい ただ きたい 、こ のこと を要 望し

ておきたいと思います。

そ うし ますと 、最 後 ですが 、こ れま での特 別な 地域行 事と して

は、 地域 では公 民館 祭 は公民 館で やっ たり、 校区 民運動 会は 小学

校の グラ ウンド です る ことが 多い わけ ですけ れど も、そ の魅 力的

な通 常の 日常活 動、 特 別な地 域活 動で はなく て、 イベン トで はな

くて 、も っと日 常的 な といい ます か、 そうい った 魅力的 な通 常の

地域 活動 を考え た場 合 に、弓 浜地 区と か中心 部と か、先 ほど 言い

まし たも っと、 もう 少 し広い ブロ ック で考え てみ る必要 が私 はあ

ると 思っ てまし て、 そ ういう 目で 改め て見て みま すと、 スポ ーツ

や市 民福 祉のた めに 活 用でき る多 目的 広場と いう のは、 先日 も奥

岩議 員の 質問で した か ね、あ りま した ように 、配 置バラ ンス がど

うな のか なとい うこ と をちょ っと 感じ ており ます 。私が 住む 中心

部に は東 山運動 公園 が あるし 、淀 江に は淀江 で伯 耆古代 の丘 公園

を中 心と した体 育施 設 も十分 ある 、河 崎、夜 見に は弓ヶ 浜公 園が

ある 。そ ういっ た面 で のちょ っと 配置 バラン スと いうと ころ がど

うな のか と思っ てま す ので、 その 辺を 含めた 多目 的に活 用で きる

広場等の必要性について伺いたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員お っ しゃる とお り、 活動拠 点の 配置に つい ての



配慮 とい うもの は、 今 後のま ちづ くり に当た って は大変 重要 なテ

ーマ であ ると認 識を し ており ます 。私 といた しま しても 「住 んで

楽 し い ま ち よ な ご 」 、 こ れ を 実 現 す る た め に も 弓 浜 地 区 や 南

部・ 箕蚊 屋地区 をは じ め、市 内各 地区 に拠点 整備 を行い なが ら、

各地 区の 利便性 と魅 力 向上を 図っ てい くこと が重 要と考 えて おり

まし て、 これま でも 弓 浜コミ ュニ ティ ー広場 の充 実、こ れは ナイ

ター 照明 を造っ たり だ とか、 ある いは 着替え をし たりす るち ょっ

とし たク ラブハ ウス 的 な建物 を建 てた りとか 、そ ういっ たこ とも

やっ てま いりま した し 、また 水辺 の楽 校とい う、 これは 法勝 寺川

のほ とり になり ます け れども 、そ うし た設備 を、 これは 国の 補助

金も 使い ながら やっ た という こと もあ ります 。ま た、こ れか らな

んで すけ ども、 防災 公 園を今 、淀 江に も設置 しよ うとい うふ うに

考え てご ざいま す。 そ れぞれ 各地 区で 必要と なる 拠点整 備を 進め

てき たわ けでご ざい ま す。こ のよ うな 中、災 害の 激甚化 です とか、

少子 化な ど、進 展し つ つある 社会 課題 に対応 した 新たな 拠点 整備

の必 要性 という もの も 感じて きて いる とこで ござ います 。例 えば

弓浜 地区 におき まし て は、義 務教 育学 校の設 立を 契機と して 、廃

校の 跡地 利用に よる 再 開発に 取り 組む ことと して おりま すけ れど

も、 加え まして 、災 害 に強い まち づく りです とか 、ある いは 次世

代の 育成 やにぎ わい 形 成など の視 点に よる土 地利 用を念 頭に 置き

まし て、 市民福 祉の 向 上につ なが る拠 点につ いて も検討 をし てい

きたいと、そのように考えております。

○岡田議長 中田議員。

○中 田議 員 分 かり ま した。 るる 質問 してき まし たよう に、 人口

減少 社会 におけ る自 治 体の変 化だ けで はなく て、 そうい った 主体



とな る市 民や事 業者 、 そうい った 方々 のそう いっ た活動 や、 そう

いっ たも のが安 心と 安 全をベ ース にし た魅力 ある 地域活 動、 こう

いっ たも のの実 現が あ って、 ネッ トワ ーク化 され たとき に、 市長

の目 指す コンパ クト ・ プラス ・ネ ット ワーク の完 成度が 上が ると

思っ てお ります 。エ リ アマネ ジメ ント による 地域 づくり 、効 率性

の高 い都 市構造 が必 要 であっ て、 その 上での 、先 ほど言 いま した

よう にネ ットワ ーク 、 地域づ くり との ネット ワー クです ので 、こ

れを ぜひ 、まさ に両 輪 の取組 とし てし っかり 完成 度が上 がる よう

な取 組を 進めて いた だ きます よう 、私 のほう から 強く要 望い たし

まし て、 本日の 質問 を 終わり たい と思 います 。ど うもあ りが とう

ございました。


